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よいことのために

手を取り合おう   

第 3069 例会

Rotary
Toyonaka

✑会長の時間✑

「イランへの攻撃」

2025-26 年度 会長 松本 悟
2026 年 2 月 28 日、アメリカとイスラエルがイランへの攻撃を始めました。アメリカは、イランの核開

発を阻止することや、中東地域の安全保障を守ることなどを理由に軍事行動を行ったとされています。イス
ラエルは以前からイランと強く対立しており、中東では長い間緊張が続いてきました。今回の攻撃によっ
て、イランから中東各国の米軍基地への攻撃も始まり、地域全体が不安定な状況になっています。
当然ながら、中東は世界の石油供給の中心となる地域です。この影響で原油価格が上昇し、世界経済に大

きな影響が出始めています。ヨーロッパでは多くの国がアメリカと同じく NATO に加盟しているため、中
東での緊張が高まれば安全保障やエネルギー問題への対応が必要になります。また、紛争が拡大すれば難民
問題が再び深刻化する可能性や、第３次世界大戦につながるのではないかと指摘する識者もいるようです。
日本にとっても、この問題は決して無関係ではありません。日本は石油の多くを中東から輸入しているた

め、中東の情勢の変化は日本の経済やエネルギーの安定にも大きく関わってきます。石油輸送の重要なルー
トであるホルムズ海峡の近くでは、日本の海運会社である商船三井の船舶が被害を受けたと報じられていま
す。
また、日本の首相である高市早苗は、近日中にトランプ大統領と日米首脳会談を行う予定です。日本はア

メリカの同盟国であるため強く非難することは難しいかもしれませんが、中東情勢のさらなる悪化を防ぐた
めに、冷静な対話と外交による解決の重要性を伝えることが求められていると思います。
しかし、今回の戦争ではイラン南部ミナブにあるシャジャレ・タイエベ女子小学校が攻撃を受け、多くの

子どもたちが犠牲になったと報じられていました。戦争にはそれぞれの国の事情や主張があり、それぞれの
正義があるのでしょう。しかし、戦争とは無関係な子どもたちの命が失われてしまうことは、とても悲し
く、いたたまらない気持ちになります。

令和 8 年 3 月 17 日

次回（3 月 24 日）のプログラム

「 社 会 奉 仕 月 間 に 因 ん で 」
（株）ヘルシーオフィースフー

代 表 徳 田 泰 子

社 会 奉 仕 委 員 長 ： 矢 野 昭

― 社 会 奉 仕 フ ォ ー ラ ム ―

本日（3 月 17 日）のプログラム

「 神話から見る韓国の建国神話」

― 檀君神話を中心に ―

卓 話 担 当 ： パ ク ・ ソ ニ ョ ン



                                                                                                                     

☆出席報告☆

                            

   第3068回 第3065回
例 会 日  3 月 3 日 1 月 27 日

① 会員数 A 27 27
  （内出席免除者） 6 6
② 出席義務者数 21 21
③ 出席義務者出席数 12 11
④ 出席免除者出席数 4 2
⑤ メイクアップ数 5
⑥ 出席義務者欠席数   9 10
出席率 % 64.00％ 78.26％
出席率（3068回）③+④／②+④出席率（3065回）③+④+⑤／②+④

   

✑ 掲 示 板 ✑

・IM 第 1 組ロータリーデー
日 時：2026 年 3 月 21 日（土）13：00～16：30
場 所：オービックホール

      大阪市中央区平之町 4-2-3
      オービック御堂筋ビル 2F

最寄り駅：御堂筋線 淀屋橋 徒歩 3 分
・社会奉仕フォーラム

  日 時：2026 年 3 月 24 日（火） 例会終了後
  場 所：ホテルアイボリー 例会場

・次年度のための地区研修・協議会
  日 時：2026 年 4 月 4 日（土）12：15 受付～17：00
  場 所：大阪国際会議場

・第 10 回定例理事会・第 5 回被選理事会
日 時：2026 年 4 月 7 日（火） 例会終了後
場 所：ホテルアイボリー例会場

・豊中 RC 春の家族会
日 時・2026 年 4 月 12 日（日）

7：45 集合 8：00 出発
行 先：千年一酒造～うず潮温泉・うめ丸～うず潮ク

ルーズ～福良港
・豊中 RC 春の親睦ゴルフ

  日 時：2026 年 4 月 16 日（木） 8：00 集合
  場 所：関西カントリークラブ 8：37 IN スタート

✑幹 事 報 告 1✑

・国際ロータリー第 2660 地区より

「クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー 職業奉

仕部門事前アンケート」が届きました。

「2025-26 年度 ロータリー学友会 春の総会・交流会の」

案内」が届きました。

・豊中市都市活力部魅力創造課(姉妹都市担当)より

「令和７年度豊中・サンマテオ姉妹都市協会役員会の開

催」が届きました。

😊 3 月 3 日のニコニコ箱報告😊

・誕生日祝いを頂いて   矢野、小寺各会員

・結婚記念日祝いを頂いて     米田会員

・家内の誕生日祝いを頂いて    横田会員

・明けましておめでとうございます。小寺会員

〇お知らせ〇
・次回の例会は 3 月 24 日です。

蛁 本日の唱歌蛁

それでこそロータリー

作詞・作曲 矢野一郎

どこであっても やあと言おうよ

見つけた時にゃ おいと呼ぼうよ

遠いときには  手を振り合おうよ

それでこそ   ローローロータリー

笑顔笑顔で   語り合おうよ

心心で     結び合おうよ

みんな世の為  働き合おうよ

それでこそ   ローローロータリー

唱歌担当：横田広司

米山感謝祭

2026 年 3 月 8 日（日）に行われた米山感謝

祭に米山カウンセラーの宮田会員と米山奨学

生のパク・ソニョンさんが参加されました。

パクさんから「凄く楽しかった」と連絡があ

りました。



                                          

✑3 月 3 日の卓話✑

テーマ： 豊中の子どもたちへ「自分で未来を拓く力」を

〜体験格差を解消し、自立を促す新たな挑戦〜

スピーカー： 子ども支援団体 Quest 代表 加藤 夏海

1. 設立の背景と想い

 ブライダル業界で 10 年勤務した後、育休中にソーシャルビジネスを勉強し、子ども食堂などの

支援活動に参加しました 。

 そこで、子ども支援活動の分野における課題や、当事者の子ども達が抱える困難を実際に見聞き

し、2026 年に「Quest」を立ち上げました 。

2. 解決すべき課題：子どもたちの「体験格差」

 困難を抱える子どもたちは、親から選択肢を与えられず、「自分で決める」経験が著しく不足し

ています 。

 自己実現の経験がないため自己肯定感が低く、小学生のうちから「どうせやっても無理」という

諦めの感情を抱いてしまっています 。

 豊中市には子ども食堂や学習支援といった「守りの支援（今日明日を生きる支援）」は積極的で

すが、資金や人手不足により、子どもたちの 5 年後・10 年後を見据えた「攻めの支援」には手が

届いていないのが現状です。

 3. Quest の解決策：子どもが主役の「旅支援」

 小学校高学年から中学生を対象とし、子どもたちが自ら旅の企画（テーマ、行き先、プログラ

ム、持ち物）から実行までを全て行うプログラムを提供します 。

 大人が企画したプログラムに“参加する”ではなく、子どもたち自ら企画→決定→実行のプロセ

スを踏み、主体性をもって取り組むことを目的としています。

 旅の企画段階における膨大な「決定」や、トラブル対応などの「社会ルールの習得」を通じ、自

ら実現する成功体験を積み上げます 。

 「企画」から「実行（旅）」、そして学びを共有する「成果発表会」という一連のサイクルを年

3 回実施し、確かな自信を定着します 。



뇤눎눐눑눒눏 豊中南 RC の職場見学뇤눎눐눑눒눏

2026 年 2 月 26 日（木）豊中南 RC の職場見学に

武枝エレクトと同行させていただきました。

大変貴重な経験でした。    会長 松本 悟

4. プロジェクトを支える体制

 大学生サポーター（ナナメの関係）： 親でも先生でもない「お兄ちゃん・お姉ちゃん」として

近隣の大学生が伴走します 。学生自身も一緒に考えチャレンジすることで次世代リーダーへと

成長する機会となりますが、現在この学生サポーターの獲得が一番の課題となっています 。

 とよなか ESD ネットワークとの連携： 本当に支援が必要な子どもへ確実にアプローチするた

め、市から委託を受ける育成支援拠点と提携してプロジェクトを提供します 。また、専門家に

よるスタッフや学生への研修も実施し、センシティブな課題に対するメンタルケアなどの環境を

整えます 。

5. 費用と持続可能性

 費用は子ども 1 人あたり年間約 30 万円（1 回の旅で約 10 万円）を想定しており、子どもの自

己負担はありません。

 現在はスタッフ 3 名体制で助成金や寄付を軸としていますが、来年度の NPO 法人化を見据え、

企業協賛へのシフトや 10 名体制への拡大を目指しています 。

6. ロータリークラブの皆様へのお願い

 このプロジェクトは、子どもに「自信」を、学生に「成長」を、豊中に「未来」をもたらす「三

方よし」の取り組みです 。

 Quest にとって、このように支援者を募るアプローチは今回のロータリークラブでの卓話が初め

てとなります 。

 活動の第一歩を支えていただくため、金銭的支援、支援者や企業の紹介、ノウハウの共有など、

皆様のお力添えをお願いいたします 。


